
IstilahEkonomi,InggerisIMelayu-Ing-

geris.(SiriIstilah DBP Bit.3.) Kuala

Lumpur:DewanBahasadanPustaka,1965.
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マレーシア政府の教育省ujL恒二ある,言 語文学局

uJ経済用語専門委員会が編纂 した経済用語集であるO

どちらuj語からでも,対応する明仁浩を見つけ出せ,rl!j

ようにナ上 ,ている｡ こuj言語文学局では, 丁でに

IstilahJawatandanJabatan(役職 ･官庁用語),

および IstilahPentadbiran(行政机語)とを出し

ており,経済用語集は第3番目にあたる｡言語_文学

局は,マレ-シ了のマレー語化政策uj推進付体で,

マレ-.irI7;-がすべての分野で支障な く使用できるよう

必要な新語を作った上 種 々J)出版物を出しているO

朋ff-集uj専門委員会は,マラヤ大学uj経済学組長

し,TngkuAbdulAziz教授(早f紬 1大学経済学｢L]li･)

/i-中心.'=,マラヤ入学しリスタッフ,実務家lj:ど18人

U)構成Li(1人の中国人を除いては,すべてマレ-

人)によって,丸 4年の検討を経て完成されたもt/)

である｡その苦 心の一部は,編纂方針を述べた序文

にもうかがえるが,並大抵ではなかったであろうこ

とが容易に想像される｡あるいは,外国語U)音をそ

U)まま写 し,あるいは2語を 1語に縮少し,あろい

悠従来の意味を拡張してマレ-語を使い,あるいは

接頭辞,接尾辞を基幹語につけて抽象化し,あるい

は巷間に使われる口語を取 り入れたりして,造語を

汁-lている｡特に,インドネシア譜との連関を求め

･7jtIいうことはない｡

介する土,

Saharus-nyadenganpengalamanyangtelah

di-dapatidan juga tegoran2 dari keritik2

lcritics]yangmungkindi-terima,dayaPen-

geluaranEproductivity]JKIE(Jawatan-kuasa

lstilah Ekonomi)harusbolehmenunjobkan

Pulanganbertambah-Jebehlincreasingreturns〕;

JKIEharusbolehmenggubah bukan sahaja

kuantiti [quant]'tvl istilah yang maksima

Lmaximuml, tetaplJuga menJaga SuPaya

kualitilqualitylistilah2 itutidakjatoh.([ ]
再およびイタリックは引用者)

語数は,1221浩cJjマレー語用語が基本 ヒな一)てい

る｡読者の便をはか-)て,修飾語からもIj=ナろよう

:二なっていろ｡ 例えば,tuantanahtidor(不在

地主)は,tanahtidor,tuanか tidor,tuantanah

!Jiでも引けるC (前LLl 成文)

Gerald C.Hickey.VillageinVietnam.

New Haven:YaleUniv e rsity Press , 196 4 .

昨 今,ベ トナムに闇する文献が雨後の笥ujごとく

.'二現われているが,それらはほぼ(1)国際政治 ･国際

関係uj観点からベ トナムを扱一,たもの,(2)軍事的分

析を中心 にしてベ トナム戦争を扱 ったもC/),(3)ジャ

ーナリス トによる報告,著述,そしてここに紹介す

･7'ような(4)ベ トナム社会自体を直接の分析対象とし

たもレ･),などに分けうるかt.思う｡ この第4番目uj

カテゴリー.'=rJ十㌢る_丈献悠,ある意 味では最 も二屯要

!よもo)でありながら,きわめて放少ないLjつが現状で
1一一~ウ
しり/ユ)〇

ゴン南西 55km,1958年当時人口3,241人)に闇丁

i:'民俗誌的な記録であり,筆者の理解する限りでは,

吊じ著者が,TheStudyofaVietnameseRural

Community:Sociology,Saigon:MichiganState

Univ.,Vietnam AdvisoryGroup,1960.として

出版 したものを中心に,さらに何回かの追加調査を

加えて完成 したものである｡

ニC/j書物の骨子を形成している諸資料は,1958年

3′Hから1959年12月まで,二文化人類学者の著者が,

経済学者U)I.Hendry,政治学者の L･Woodruff

とともに, ミシガン州立大学ベ トナム顧問団支援の

もとに, KhanHauで行なった現地調査によって

抜められたものであり,巻末の文献目録にも見 られ

j17,通 り, 他の2人の 共同調査者 も各々0_) -LfflPEj分野

てこJj村落の調査報告を書いていろO(J.Hendry,

TheStudyofaVl'etnameseRuralCommunity:

ー12 1 1 - --2 1 1



東 南 ア ジア 研 究

EconomicActivities,Saigon:1959,･L Woodruff,

TheStudyofaVietnameseRuralCommunity:

AdministyativeActivities,2vols.Saigon:1960.)

著者は,オリジナルのテキストに,他の2人の研

究成果を加味して (生活様式と経済体系,村落行政

と法律),この メコンデルタにある-村落の全貌を

ミクロに描き上げようとしている｡こうした,いわ

ば息の長い研究は,動乱果てしない南ベ トナムのよ

うな社会ではきわめて困難であって,序文を寄せた

フランスのインドシナ研究の権威 PaulMusが指

摘しているように,今は古典となっている仏植民当

時の研究成果との断絶を埋めるという意味でも,こ

のモノグラフはきわめて責重なものであると思われ

る｡

内容は,結論の章をいれて全部で11章よりなり,

(1)村の歴史,(2)地形と居住様式,(3)宗教と民間信仰,

(4)血縁体系,(5)社会集団としての家族,(6)生活様式

と経済体系,(7)村落行政と法律,(8)祭礼委員会,(9)

社会経済的分化,(1C?社会経済的プロフィ-ルと社会
移動,それに若干の附記がついている｡各章とも,

詳細を聞き取りおよび観察,短い歴史的説明,それ

に多数のケース ･スタデ ィを網羅して ミクロな筆致

が村落の生活を再現してゆく｡専門項目が多岐にわ

たるために,もちろんここでは,その細目を紹介し

たり,評価したりすることはできないけれど,--一つ

の小宇宙としてのこうした村落の生活全体のイメー

ジを読者に伝えるという点では,この書物は,その

希少価値というメリットを除いても,充分成功して

いるものであろう｡

そこに描かれた村落住民の生活は,しかしながら,

決して喜ばしいものではない｡生活空間は狭 く,技

術が低いので生活は貧しく,人々は信心深い (とい

うよりは迷信深い)｡ 戦乱の絶えなかったこともあ

ろうが,人々は村落レベルでさえ協同態勢を組織し

えず,家父長家族と若干の信者グループ (カオダイ

教の一派やマイノリティであるカトリック信者集団

など)が成員の忠誠を吸収している｡それは,例え

ば,家族単位の行事 (冠婚葬祭や法事など)に全 く

家計とは不均衡な支FitJTをするというような非合理的

態度に現われたりする前近代的な生活なのである｡

もしわれわれが一昔前の文化人類学者のように好

奇心だけでこのような社会の問題を取り扱うことを
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否定する立場に立つなら,この書物のもっている価

値は,そうした意味での問題提起でさえあろう｡望

むらくは,本書のようなミクロな分析を全体社会レ

ベルの諸研究 (例えば, NguyenKien,LeSud-

Vl'etnamddPuisDien-Bien-Phu,1963;Nghiem

Dang,Vietnam-Politl'cs&PublicAdministra-

tion-1966など)に繋いでゆ く研究が輩出するよう

に願うものである｡

なお,一言不満を述べれば,煩雑であり,一般性

もないので省かれたベ トナム語 (本文中の)の抑揚

記号はつけておいてほしかった｡ (サイゴン出版の

オリジナルでは,原語は正しく表記されている｡)

(中野秀一郎)

陳濡性編 ｢袖珍緬華辞典｣ ラング- ン :イ

ーセイ ン出版社,1963.519p.

ビルマ語の辞書は今までに各種各様のものが知ら

れているが,1963年に新 しく緬華辞典が公刊された｡

本書は題名にもあるように,12×9cmの小型(袖珍)

版である｡

編者は,これとは別に｢綜合緬華大辞典｣,｢模範緬
華大辞典｣の二柾を編纂 している｡前者は,Robert

Shafer,Bibliography of Sino-Tibetan llan-

guages.1963.p.7 に Sein,Chen Yee,The

ComprehensiveBurmese-ChineseDictionary,

Mtlen-HuaTaTz'u-Tien.Peking&Hongkong

(atpress),pp.ca.2000と紹介されているもので

あるが,鹿児島大学の荻原弘明助教授の書簡によれ

ば,これは編者が15年かけてまとめたが未刊だとの

事である｡その abridgededitionが ｢模範緬華大

辞典｣で,1962年に出版されたが早 くも絶版になっ

ており,駐ビルマ日本大使館の石堂事務官からの連

絡によれば,ラングーン市内でさえも残念ながらも

はや入手不能だという｡

従来の各種ビルマ語辞典の内,内容的に最も充実

しているのは,Judson'sBurmeseEnglishDic-

tionary;revised& enlargedbyR.C.Stevenson

& F.H.Eveleth.Rangoon:1953.p.1061.であ

るが,袖珍辞典はページ数からいってもこのジャド

ソン辞典の半分,収録語菜数からいっても1/3足らず

にすぎないとはいうものの,ジャドソン辞典に収録

されていない単語や語句,ことに<血液銀行><水
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